
2023年度品質方針
1.	法令遵守・品質リスク管理の強化により、失われた社会的信
用を取り戻し、確立する。

2.	商品・サービスの開発から量産・アフターケアまでの各段階
で、現地・現物と原理・原則の徹底に基づき、品質・安全性
を確保する。

3.	お客様の要望を的確に把握し、それを上回る品質・安全性を
提供することにより、満足と信頼を獲得する。

4.	社会的信用確立とグローバル展開リスク削減のため、対応可
能な品証スキルを持った人財を育成する。

品質保証体制の独立性を確保
当社グループでは、品質保証部門の独立性を確保するため、
当社社長直轄の品証統括室を設置し、当社グループのすべての
会社・部門の品質保証部門を統括しています。また、グループ会

当社グループは、事業部門において人身に関わる欠陥、リ
コール、JIS等の公的規格の不適合など、重大な問題（以下、「重
大品質問題」）が発見された、または発生する可能性がある段階

品質保証体制図

当社グループの重要課題テーマの一つである「責任ある調達・
生産・供給」を続けていくためには、「安全、安心な商品・サー
ビスの提供」の達成が必要不可欠となります。当社グループは
グループ品質方針を「特長ある製品とサービスを確実な品質お
よび安全性とともに提供することにより、お客様の満足と信頼を
獲得する」と定めており、品質保証統括室（以下、「品証統括室」）
はグループ品質方針と本課題を重点に置いて、年度ごとに品質
方針を定め、達成に向けて取り組んでいます。

当社グループは「品質保証・管理規則」を定め、顧客満足を
事業活動の基本行動理念として、品質保証・管理活動の徹底を
図っています。また、当社グループの品質保証・管理活動推進
のため、「グループ品質委員会」を年2回開催しています。グルー
プ品質委員会の委員長を当社社長とし、関係会社社長や事業部
長が品質委員として参加しており、年度の品質方針の決定、活
動内容や実績の情報共有等が行われています。
さらに、グループ各社の品質保証部門の部門長が参加する	

「品質保証実務担当者会議」を年4回開催しています。この会議で
は、課題や改善活動を中心とした情報共有等が行われています。
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フォローアップ監査
2023年3月29日の会社報告書によって当社グループ全体で

合計214件の不適切行為が発覚しました。品証統括室は、不適
切行為の再発防止のため、製造拠点以外で発見された3件を除
く211件に対してフォローアップ監査を実施しました。フォローアッ
プ監査において、是正が足りていないと判断した案件が1件あっ
たので、再度、是正・再発防止に取り組んだ結果、214件すべ
ての是正が完了していることを確認しました。また、フォローアッ
プ監査の中で各拠点の品質管理のレベルアップを図り、より良い
管理状態とするための提案も合わせて行っています（例：検査員
が計算・判定している項目について、自動で計算・判定できる
様式への変更）。

2023年度は主に品質問題の是正について取り組みましたが、
重大品質問題は38件発生し、2022年度と比較すると増加しま
した。しかし、38件の内、24件が当社グループ内で発見した
案件であり、これは品質管理体制の再構築に向けたさまざまな
取組みの成果が表れて、自分たちで問題を見つけて報告するこ
とができるようになったという自浄作用が働いているためと分析
しています（例：自社点検で測定機のプログラム部分に誤りがあ
ることを発見）。

重大品質問題については、総括された情報として当社経営会
議や取締役会へ半期ごとに報告されていましたが、品質保証機
能の脆弱性・不十分性・課題が当社取締役会に十分に伝えられ
ておらず、品質保証体制をより強化するための施策が全社課題
として求められていました。そこで、重大品質問題が発生した場
合には社外取締役・社外監査役にも随時展開し、社外取締役・
社外監査役からの意見を取り入れることができるように報告ルー

レポートラインの複線化

当社グループの日本軽金属㈱名古屋工場および日軽新潟㈱
はJIS認証取消しの処分を受けていましたが、品質管理体制の再
構築に取り組んだ結果、2024年4月にJIS認証を取得することが
できました。また、日軽蒲原㈱および日軽形材㈱においてもJIS
マーク使用の一時停止が解除となりました。今後も再発防止に
向け、品質管理体制をより強固にするための取組みを行っていき
ます※。

「品質の日」の制定
品質問題を風化させることなく、後世に引き継いでいくため

に、毎年3月29日を当社グループにおける「品質の日」と定めま
した。品質の日の主な取組みとして、ケーススタディを実施しま
した。これは品証統括室が不正のトライアングルと呼ばれる「正
当化」「機会」「動機」の3つの要素をテーマとした事例を作成し、
それに対して従業員に「自分ならどうするか」という観点で考え
てもらいました。その後、各職場で討議し、「私たちはこうする」
という案に集約し、模範解答との照らし合わせを行いました。また、
「正直になろう。正直にやろう。」というワンフレーズを制定しま
した。これは判断に迷った時、自
己の行動を判断する物差しとなる
誓いの一言となるようにという思
いが込められています。ワンフレー
ズをグループ全体に広めるため
に、ポスター・サイネージへの掲
載や多言語にも対応したシールを
作製し、配布しました。

重大品質問題発生件数の推移
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重大品質問題発覚の経緯の推移
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2023年度アクションプラン

2023年度の取組み

2023年度の取組みの評価と今後の対応
KPI 2023年度実績 2030年度目標 

重大品質問題発生件数 38件 0件

カテゴリ 取組み内容 実績

1. �法令遵守・ 
品質リスク管理の強化

● �品質総点検 2023年11月から2024年3月にかけて実施
● �製品含有化学物質管理体制の確立と推進 依頼対応率100%達成
● �JIS認証に関わる事業所に対する監査 6事業所に実施し、重大な問題はなし
● �品質監査 監査内容や監査基準を見直し、2事業所に適用開始
● �レポートラインの複線化 社外取締役・社外監査役への報告ルート追加
● �「品質の日」の制定 3月29日に制定し、ケーススタディ等を実施

2. �商品の品質・安全性の 
確保

● �製品上市・4M変更の事前評価（DR、審査
会議）のレベル向上 適用案件に対し、サポート率100%達成

● �フォローアップ監査 会社報告書※に記載された214件の不適切行為へのフォローアップ実施

で、責任の所在に拘わらず情報を速やかにグループ内に展開す
ることをルール化して運用しています。品証統括室は発生状況を
モニタリングし、発生したすべての重大品質問題について原因を
分析しています。これらの結果をグループ品質委員会等で共有
し、改善につなげています。

内部：�当社グループ内で発見　⃝内部監査 ⃝内部点検 ⃝従業員からの申告　等
外部：当社グループ外で発見　�⃝お客様からの連絡 ⃝認証機関の指摘 	

⃝特別調査委員会関連　等

社・部門ごとの品質保証部門も製造部門から独立した組織となっ
ており、グループ全体で独立性が確保された運営を行っています。

カテゴリ 取組み内容 実績
3. �お客様の満足と信頼の獲得 ● �再発防止状況の報告 お客様への対応および進捗管理の実施

4. �品証スキルを持った 
人財の育成

● �内部監査員の育成 講習会の開催
● �JIS品質管理責任者の育成 講習会の開催
● �好事例コンテスト優秀事例の展開 好事例コンテストを1回実施し、事例を当社グループ内へ展開

トを見直しました。情報共有が図られることで、当社グループの
品質保証機能の強化につながったと考えられます。

品質ワンフレーズの活用例

2022年度より内部からの発覚件数増加傾向

※ 当社グループの品質等に関する不適切行為に係る調査結果および再発防止等について　https://www.nikkeikinholdings.co.jp/news/news/p2023032901hd.html

※	品質不適切行為に係る再発防止策の進捗等について
	 https://www.nikkeikinholdings.co.jp/company/quality-control.html
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